
12 ⽉第 3 週の礼拝説教 
■⽇ 時：2025 年 12 ⽉ 21 ⽇（⽇）10：30〜11：30 クリスマス礼拝 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：ヨハネによる福⾳書 1 章 14〜18 節（新約 P163） 
■説教題：「 ⼈間を照らす光 」  
■讃美歌：261（もろびとこぞりて いざ、むかえよ。） 
     271（喜びはむねに 満ちあふれる、） 

 
今年は季節の移り変わりがあまりはっきりしないうちに、いきなり冬になってしまった

ように思います。そして、明⽇の12⽉22⽇は⼀年のうち、昼の時間が最も短く夜の時間が
最も⻑い⽇である冬⾄になります。数⼗年も前になりますが、私は、主イエス・キリスト
の誕⽣は冬⾄と関係があるということを聞いたことがあります。ですから、クリスマスの
ころになると、⼀年の内で最も暗闇の⻑い⽇に、ひっそりと⼩さな⽥舎町ベツレヘムにお
⽣まれになったという幼⼦のことが思い浮かんで来るのです。そして、⻑い間、教会学校
で幼いお⼦さんたちとクリスマスにはページェントをしてきたことを思い出します。「世
界ではじめのクリスマスは ユダヤのいなかのベツレヘム」という歌詞で始まる、主イエ
スの誕⽣の出来事を場⾯を変えながらわかりやすい歌詞で歌い継ぐものを教えてきました。
最後は「世界ではじめのクリスマスは ⼩さな⼩さなクリスマス けれども喜び満ち溢れ
た 気⾼いまことのクリスマス」と締めくくってきました。それは、クリスマスシーズン
の町中の喧騒や⼦供たちが楽しみに待ち望んでいるクリスマスプレゼントなどとは異なる、
新約聖書に描かれている素朴で本当のクリスマスを表してきたと思っています。 
 

そして、今年の待降節には、あの「世界ではじめのクリスマス」という歌に流れている
ものが、私の中では、本⽇の聖書箇所であるヨハネによる福⾳書1章14節の書き出しと同じ
ものであったということに気づかされました。1章14節は「⾔は⾁となって、わたしたちの
間に宿られた。」と始まります。この短い御⾔葉が、世界ではじめのクリスマスの出来事を
最も簡潔に表している、と⾔えるのです。「⾔は⾁となって」の「⾔」は、ヨハネによる福
⾳書1章1節に記されている「⾔」と同じです。天地創造のときにすでに「神と共にあった
⾔」であり、「⾔は神であった」と⾔われている「⾔」です。「⾔は⾁となって」を元の⾔
葉のギリシャ語で⾒ますと、「ホ ロゴス サルクス エゲネト」と記されています。冠詞
の「ホ」を除けば、わずかに三つの単語です。カール・バルトという神学者は、「この短い
み⾔葉に新約聖書の中⼼的な命題がある」と述べています。そして、このことは、キリス
ト教の⻑い歴史の中で常に問われてきた「イエス・キリストは誰であるのか」という問い
と、それに対する正統的な答えである「まことの神にしてまことの⼈間である」というこ
とを⾔い換えたものと⾔える、と指摘しています。バルトはまた、これらのことから、「わ
れわれは、天と地の主なるかたについて語っている」とも述べています。この短い⽂の中
に、イエス・キリストの誕⽣ということが、そのような⼤きなスケールで語られているの
です。「⾔は⾁となって」という表現ですが、「⾔は⼈間となって」とは書かれていないの
です。元の⾔葉のギリシャ語でも「⾁」と「⼈間（英語で⾔うところのヒューマン・ビー
イング）」は異なる⽤語です。ある宗教改⾰者は、それを、次のように注釈しています。「彼
は、神の⼦が私たちのために、その天の栄光の⾼みから、どんなに卑しく低劣な状況にま
で降って来たかを、明⽰しようとしているのである。聖書では、⼈間のことが軽蔑されて
語られる時には、⾁と呼ばれている。だから、神の⾔葉の霊的な栄光と私たちの⾁の腐臭
に満ちた汚穢との間に、かくもはなはだしいへだたりがあるにもかかわらず、神の⼦は、
かくも多くのみじめさにひたされているこの⾁体をまとうまでに、その⾝をいやしいもの
とされた。」そのような解釈からも⾒えて来るですが、クリスマスの出来事は、私たちの想
像する映像で描かれるような、⾮常にきらびやかで美しいものではないということです。
私たち⼈間が苦しみ悲しみにもだえている時に、あるいは世界中が混迷と先⾏きの⾒えな
い暗闇の中に置かれている時に、主なる神がその様⼦を⾼みから御覧になって他⼈事のよ
うに励まされるということでは断じてない、ということを⽰しているとも考えられます。 

 



私が⽴川教会にまいりました2022年5⽉15⽇に、本⽇と同じ聖書箇所を説教で取り上げ
ました。その時にお話ししたことをもう⼀度お話します。東京神学⼤学でのある教授の最
終講義で語られたエピソードです。私⾃⾝はお聴きできなかったのですが、直接講義に出
席した夫からその内容を聞きました。その先⽣は、「私は他の先⽣のように⽴派なお話はで
きませんが、私⾃⾝が経験したことを最後に語ります」のような前置きをして語り出され
たそうです。それは、先⽣が持病の⼼臓病で何度⽬かに倒れ、いつものように救急⾞で病
院に運ばれて集中治療室で過ごしていたときのことだそうです。意識が戻り、体中に様々
なチューブが挿⼊され機械に繋がれて全く⾝動きもできない苦しい状況のなかに置かれて
いることを知り、今度こそは助からないだろうな、という思いが去来した時のことだった
そうです。そのベッドの真下に⼗字架のキリストがおられて先⽣を⽀えていてくださって
いることの確かさを実感なさったというのです。私はかつてその教授のゼミで、このヨハ
ネによる福⾳書1章14節の御⾔葉「⾔は⾁となって、わたしたちの間に宿られた。」という
ことを主題に取り上げているカール・バルトの『教会教義学』のある箇所の講義を受けた
ことがありました。私がレポートにまとめなければならない箇所は、「⾔は⾁となって」
という⽂の中の「なって（ドイツ語ではWerden）」についての考察でした。その時、その
学びを苦労しながら続けることで、私は確かに「まことの神であり、まことの⼈間である」
主イエス・キリストに出会いました。そして、その後の私⾃⾝が形づくられたのだと思っ
ています。今でも、何か困難なことが起こったときや⼼が動揺した時に、⽴ち帰る聖書箇
所の⼀つになっています。そのときの講義の内容と先⽣ご⾃⾝が味われた「その⾝に私た
ちすべての苦しみ悲しみを引き受けてくださった⼗字架の主イエス・キリストの臨在の体
験」とが、初代教会の信仰告⽩と⾔われているフィリピの信徒への⼿紙2章6〜8節の「6 キ
リストは、神の⾝分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、7 か
えって⾃分を無にして、僕の⾝分になり、⼈間と同じ者になられました。⼈間の姿で現れ、
8 へりくだって、死に⾄るまで、それも⼗字架の死に⾄るまで従順でした。」とも重なり
ます。 

 
14節の続きの⾔葉は、「わたしたちの間に宿られた。」「わたしたちはその栄光を⾒た」と

「わたしたち」という⾔葉が重ねられています。その「わたしたち」は12節にある「⾃分」、
すなわち主イエス・キリストのことですが、そのイエス・キリストを受け⼊れ、信じる⼈々
のことを指していると読むことができます。主イエス・キリストが⾁となって私たちの間
に宿られても、それをそのように受け⼊れ信じなければ、主イエスと私たちは全くの無関
係です。クリスマスシーズンがやってきたと⼼躍らせ、華々しい街の喧騒、あるいはきら
びやかな光、そういうものに⽬を留めている時には、私たちは、イエス・キリストが私た
ちの間に宿られたと語る聖書の御⾔葉とは全く無関係のところにいる、と考えることがで
きると思います。だからこそ、14節は、ヨハネによる福⾳書の中で最初に声⾼らかに告⽩
している、主イエス・キリストに対しての私たちの本当の信仰告⽩であるとも⾔われてい
るのです。そして、受⾁された主イエスをわかりやすく表しているのが、14節後半にある
「恵みと真理」です。聖書で語られる「恵み」とは、つねに⼈間の側の状況などによらな
い神から⼀⽅的に与えられる愛、⾔い換えれば「先⾏の恵み」ということです。また、「真
理」もこの世の正しさや偽りといった相対的な次元で⽐較されるようなものではありませ
ん。ヨハネによる福⾳書の8章32節に、「あなたたちは真理を知り、真理はあなたたちを⾃
由にする」とあります。けれども、私たち⼈間は漠然とした⾃由を与えられるとめまいが
したり道に迷ったりする存在であることは、私たち⾃⾝のこれまでの歩みの中で多くの⽅
が経験されてきたことでしょう。そのようなとき、「真理とは、私たちを深いところで捉え、
神様に向かって⾃由に歩み続けることができるようにしてくださるもの」と考えることが
できれば、私たちは⾏く先がはっきり⽰されるので安⼼してそこに⾝を委ねることができ
るのです。ヨハネによる福⾳書の著者は、そのようにして独り⼦なる主イエス･キリストが
受⾁され、私たちと同じところに来られたという出来事に「まことの神でありまことの⼈
間」としての主イエス・キリストを⾒ました。だからこそ、さらに今度は主イエスの「恵
みと真理」を受けた者として、深い⼼の底から声⾼らかに賛美の歌が湧き上がって来たの
です。それがヨハネによる福⾳書の1章の1節から18節という箇所に記されている御⾔葉で
あると思います。 

 



丁寧に、16節を読んで⾒ます。「わたしたちは皆、この⽅の満ちあふれる豊かさの中から、
恵みの上に、さらに恵みを受けた。」とあります。ある⽅は、「恵みの上に、さらに恵みを
受けた。」という個所を「恵みに代わる恵みをわたしたちは受けた」と直訳しておられます。
なぜなら、「受けた」という⾔葉は、ギリシャ語特有の、歴史上でただ1回起こった出来事
を⽰す時制で書かれているからである、とその理由を述べています。そして実は、先ほど
取り上げました14節の「⾔は⾁となって」の「なって」もまた、同じ時制で書かれていま
す。つまり、主イエス・キリストがたった⼀度歴史の中に「⾁となって」来られたことは、
旧約聖書で語られてきた律法を守ることによって得られる恵みとは異なる全く新しい恵み
の到来である、とヨハネによる福⾳書の著者ヨハネは述べているのです。それが17節の「律
法はモーセを通して与えられたが、恵みと真理はイエス・キリストを通して現れたからで
ある。」の語っている内容であろうと思います。そうすると、直前の16節に述べられてい
る「恵み」が、旧約聖書の律法などに関⼼の向かない私たちにとっても⾝近なものとなっ
てきます。 

 
さらに、ヨハネによる福⾳書 1 章 18 節は次のように真実を語ります。「いまだかつて、

神を⾒た者はいない。⽗のふところにいる独り⼦である神、この⽅が神を⽰されたのであ
る」。クリスマスの出来事、それは主なる神の独り⼦である主イエスが私たちと同じ⼈間の
姿を取られて、すなわち本当の⾁となって、私たちの間に宿られて主なる神を指し⽰して
おられる出来事なのです。それは、「⾔は⾁となって」の中の「なって」というたった⼀つ
の⾔葉によって、⽣涯の道筋を⽰された私の原体験でもあります。皆様お⼀⼈お⼀⼈の上
にも、このヨハネによる福⾳書の御⾔葉が語っているクリスマスの祝福が豊かに与えられ
ますように。そしてこの 1 週間、その感謝のうちに恵みを味わいながら、⼈と⼈との間に
新しい関係を築くことができるように歩ませていただきたいと共に願いましょう。 

 
主なる神様、私たちは今、クリスマス礼拝を捧げております。 
その礼拝の中に、主なるあなたが親しく臨んでくださり、そして私たちに新しい恵みを豊
かに与えてくださっていることを感謝いたします。私たちの間に宿られた主イエス・キリ
ストによって、私たちはこれまでの他の⼈々との関わり、他の事柄との関わり、あるい
は，⽇本全体、社会全体、世界全体を⾒渡す新しい思い、新しい⽬を与えられます。私た
ちはあなたの主イエス・キリストの御⾔葉によって、本当に深いところから神様を呼び求
め、また主イエス・キリストの恵みを感謝することができるように、⼀⼈ひとりをお強め
ください。今⽇、様々な事情により、この礼拝から漏れている⽅々がおられます。どうぞ
その場にあって、あなたが豊かな慰めを与え、また癒しを与えてくださるように。この祈
りを主イエス・キリストの御名によってお捧げします。 


